
　

受付フロー図

使用上のグループ

Ｂグループ
品質・性能を勘案の上，予算の範囲内で積極的に使
用に努める。

Ｃグループ
利用方法で利用可能な場合，品質，性能を勘案の
上，使用するよう努める。

利用基準

コストが新材品と同じ又は以
下。同等である場合は県産品
の優先使用。

製品の性能や機能が多岐にわ
たり，価格に幅がある資材な
ど。

コスト以外に配慮事項があるも
の。施策的に利用を図る資材。

適用区分

対象工事においては，特段の理由がない限り当該製
品を設計図書等で指定する。

Ａグループ

摘　　要

評価基準の作成・公表

茨 城 県 （一財）茨城県建設

技術管理センター

申請者

（メーカー等）

認定資材の募集 リサイクル建設資材

の認定申請

申請の受付

書類審査

（必要に応じて）ヒアリング・工場調査
ヒアリング

工場調査立会い

委員会への付議

委員会による審議

・申請資材の評価・検討

・申請資材のグループ区分の検討

資材の認定

認定証の交付

グループ区分に応じた

率先利用

認定証の受領

認定マークを表示して

の販売


